
 令和 2 年 11 月 20 日 

各位 

 ふくおか産学共創コンソーシアム 

 未来創造化学研究・教育部会＊ 

 

オープンサイエンスプラットフォーム（OSP）説明会のご案内 

 

拝啓、貴社におかれましてはこのコロナ禍にあっても力強く、更に社業を発展されておられること

と存じます。この度、未来創造化学研究・教育部会と、会員である九州大学との協力の下 OSP を実

施することになりました。その説明会を下記の日程で開催する運びとなりましたので、ここにご案内

申し上げます。 

OSP とは、我が国の優れた要素技術を日本型オープンイノベーションとして世界に向けて展開す

る新たな仕組みです。本事業は、特にヘルステック領域における課題解決のため、九州大学からメデ

ィカルデータなどビッグデータの提供を受け、異分野の研究者・企業などからなるグループが協働す

ることで、分野を越えた社会価値の創造する世界初の試みです。この事業には、既に 10 社ほどの企

業がご参加くださり、活発な議論が展開されています。この活動を更に多くの皆様にご理解いただき、

この仕組みを貴社のお役に立てていただきたいと切望しております。 

ご多忙の事とは存じますが、同封の資料をご覧いただき、是非、説明会にご来臨賜りますよう謹ん

でお願い申し上げます。ご不明な点などがございましたら、ご遠慮なくご連絡ください。 

敬具 

記 

 

１．日時： 令和２年 12 月 21 日（月曜日） 

 14:00-15:30 － 先着 50 名（Web による同時配信もいたします） 

２．場所： 日本橋ライフサイエンスビル９階 911、912、913 講義室 

東京都中央区日本橋本町 2-3-11 

３．説明者： 国立大学法人 九州大学工学研究院教授 片山 佳樹（事業紹介） 

４．申込方法： 公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構ホームページ 受付フォーム 

      https://www.opack.jp/events/detail/137  

５．その他：  感染症の状況によっては、Web のみでの開催となる可能性があります。 

 その場合、ご登録いただいた参加者の皆様には事前にお知らせいたします。 

６．お問い合わせ先： 

受付事務局：（公財）九州大学学術研究都市推進機構（未来創造化学研究・教育部会員） 

  深川      092-805-3677 fukagawa.k@opack.jp 

以上 

 
＊『ふくおか産学共創コンソーシアム未来創造化学研究・教育部会』とは、イノベーション実現と地域経済

発展のために産学官によるゆるやかな交流・連携を図る地域のコンソーシアムを母体とし、マテリアル及

びデバイスの基礎・応用研究とその統合的利活用のためのシステム開発に資する部会活動として、関係す

る企業と福岡市・九州大学・ISIT により 2019 年に発足いたしました。詳しくは添付資料をご覧ください。 



オープンサイエンスプラットフォーム（OSP）の趣旨について  

 九州大学大学院工学研究院 

 片山 佳樹  

 

我国の国際競争力を支えてきたマテリアルやデバイスなどに代表されるモノづくり産業は、1990 年

代以降、後発国の企業の台頭により中長期的な競争力の低下が懸念されている。株価の時価総額でも 

1989 年に 50 社中 32 社が日本企業であったが、2019 年にはトヨタ 1 社が 43 位に入っているにすぎな

い。一方で、我国の企業は依然高い技術力を維持している。ただ、その技術力が既存の価値を高度化す

ることに使われている。しかし、そのような過剰ともいえる付加価値は、すでに飽和しつつあり、付け

加えられる技術が本当に必要とされている価値であるかには一考を要する。  

すなわち、いかに高い技術力を有していても、それを成熟した既存価値のマーケットに対する付加価

値の創造に用いるのでは、すでに、後発国の競争力と価格に対抗することは困難であり、今後は、その

高い技術力を全く新しい価値の創造に向けるべきである。ただし、真に新しい価値であるイノベーショ

ンは、これまでの常識の外にあり、確実性を基本とする技術の延長線上には発想できないものである。

新しい発想とは、通常、聞きなれないものであり、それが本当に実現可能か、どのくらい確実かといっ

た観点とは対極をなすものである。発想が新しければ新しいほど、その不確実性は増加し、現状からの

外挿では図ることのできないものであれば、それは、企業にとって大きなリスクでもある。オープンサ

イエンスプラットフォームは、今後最も成長が期待される医療・ヘルステクノロジー分野において、こ

の問題を根本から解決し、我国のモノづくり産業の中核をなすマテリアル及びデバイス技術を真のイノ

ベーションに展開するための基盤を提供するものである。  

これまでの価値から不連続な新しい価値の発想に取り組むうえで、そのリスクを可能な限り低減する

方策があれば、競争力の確保に強力な戦略となると考えられる。その方策の一つは、顧客の価値観や視

点を正確につかむ共感力に基づく発想（UX：ユーザーエクスペリエンス）であり、それを用いるアイ

デア発想法はデザイン思考として知られている。しかし、顧客の価値観を正確に把握するだけではまだ、

発想の確実性は十分とは言えない。そこで、オープンサイエンスプラットフォームでは、通常では思い

つかないようなアイデアを確実性をもって発想するために、医療データを先進的なデータサイエンスの

解析手法を活用するという新しい方法論を提供する。通常、医療データは、あるアイデアや研究を裏打

ちするために用いられるが、ここでは、全く逆にデータからアイデアや研究を発想するというこれまで

に例のない、研究におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）でアイデアを発想するプラット

フォームを提供する。  

創造したい価値につながる事象をデータ解析することで、通常では思いもよらない因子がみつかるの

であり、それを基に発想すれば、どこからも発想できない価値を、しかもデータの裏付けによる確実性

をもって発想できる。これを可能にするのがデザイン思考とデジタルトランスフォーメーションを融合

した世界でも例のない仕組みを有するオープンサイエンスプラットフォームである。さらに、得られた

因子を用いて多岐にわたる分野の研究者や企業がアイデアを出し合い、情報や検討結果を共有し、また、

それら共有された情報を会員の承諾のもと相互に利用可能にすることで自前の技術のみでは発想できな

い価値を具現化することが可能となる。すなわち、本取り組みは、これまでに例のない医療データの使

い方を通して、モノづくり産業が蓄積してきたマテリアル、デバイスなどの要素技術を非連続な新しい

価値へと展開すること目的とするものである。  



エビデンスベース
な発想

ユーザー目線
での価値発見失敗を許容しつつ迅速に

検証を繰り返す実験計画

最終ユーザー

医療 ・ ヘルス企業

共感・観察

潜在ニーズ発見

実証研究

▶分子システム科学の世界拠点
21世紀COE, G-COEなど
関連プロジェクトの連続獲得実績

▶傑出した材料科学実績
ERATO ２件, CREST ３件が進行中

九大・理研研究者 企業 研究者

福岡市 ・糸島市

九大病院 ・ 連携機関

糸島市 ビッグデータ

オープンサイエンスプラットフォーム

D X - デ ザ イ ン 思 考

データ解析

関係因子

最短でイノベーション

デザイン思考研究のDX

現在、出口から素材
まで広範な企業

10社がすでに参画

前向きデータ

▶パブリックエンゲージメント
▶企業ニーズ探索

▶世界の一線の研究者群
とのコネクション
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企業は、コンソーシアムに参加

一企業単体では実施しにくいテー
マも大学側で実施可能
成果が見えてきた時点で、
共同研究に移行して獲得可能

九州大学・理研の多くのリソース
を使用可能

メディカルデータ解析でのアイデア
創出と、ボランティアでの実証研究
まで一貫して実施可能



 

趣意書 

 

未来創造科学研究・教育部会設立について 

 

Society5.0 や SDGs に代表される持続可能な社会と経済発展に対する大学の役割は大き

なものとなっています。特に大学院は、最先端技術の開発や高度人材の育成と、学術と産業

を支える礎石としての役割が期待されています。しかし、これまで研究の深化にともない研

究分野の細分化が進み、類似分野や異分野を学際的に俯瞰し、統合しながら社会発展に繋げ

る人材の育成が難しくなっています。この状況を改善するために、日本の大学では様々な教

育プログラムが試行されてきましたが、その取り組みは未だ完成途上にあるといえます。 

国立大学法人九州大学（以下、「九州大学」という。）では、これまで蓄えてきた教育・研

究のノウハウを基に、先進的な大学院事業が推進されてきました。中でも、工学研究院応用

化学部門を中心に形成された教員グループでは、これまでマテリアル、デバイス、システム

にかかる研究による次世代の産業コアの形成に資するため、高度な最先端分子系材料科学の

研究を自ら推進でき、さらに幅広い科学技術に対する俯瞰力と高度なマネジメント・リーダ

ーシップ能力をも兼ね備えた国際的にも優れた高度専門人材の育成を、リーディングプログ

ラムを含む博士課程教育において、産業界、福岡市、九州先端科学技術研究所（以下、「ISIT」

という。）と連携しながら推進してきました。 

この先駆的な活動を支えさらに発展させるため、福岡市、ISIT、九州大学では、ふくおか

産学共創コンソーシアムの下に、費用の一部を企業が負担する会員制の部会を組織し、会員

間の自律的な活動を促進することとしました。具体的には、会員が主体的に抽出した課題設

定と九州大学教員による最先端の研究シーズを基盤に、産学官連携による課題解決を推し進

め、教育活動のみならず研究活動および社会普及も展開します。これらの活動をとおして、

企業等の研究者、九州大学教員、および大学院生との交流や情報交換等を活発化させ、高度

な専門的知識と異分野を融合し、新たな知やエビデンスに基づく産業を作り出すことのでき

る高度専門人材の育成に寄与するものです。 

さらには、企業とのより強力な連携体制の構築により、共同研究等を通じた産学連携活動

の活性化を実現し、産学官連携による人材育成、および企業の研究開発力の向上、地域経済

への波及、未来社会のニーズを見据えた基礎科学と産業の発展を図るものです。 

 

 

 

 


	OSP説明会ご案内2
	OSP案内状20201120
	OSP趣旨20201120

	OSP説明ポンチ絵2
	OSP説明会ご案内2
	未来創造化学研究・教育部会設立趣意書


